
科
学
技
術
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

  
政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
の
目
的
に
「
科
学
技
術
の
水
準
の
向
上
」
に
加
え
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
促
進
」
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
科
学
技
術
政
策
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
偏
重
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
科
学
技
術
基
本
法
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
科
学
技
術

の
振
興
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
バ
ラ
ン
ス
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 

二 

第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
計
画
期
間
以
降
、
政
府
研
究
開
発
投
資
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
本
法
に
よ
り
「
人
文
科
学
の
み

に
係
る
科
学
技
術
」
が
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
の
対
象
に
追
加
さ
れ
、
振
興
対
象
と
す
る
研
究
の
幅
が
広
が
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
科
学

技
術
関
係
予
算
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。 

三 

本
法
に
お
い
て
、
新
た
に
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
並
び
に
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
も
責
務
規
定
を
設
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
者
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
人
材
育
成
・
人
材
活
用
な
ど
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

四 

本
法
に
よ
り
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
の
策
定
事
項
に
人
材
等
の
確
保
・
養
成
・
資
質
の
向
上
、
適
切
な
処
遇
の
確
保
に
関
す
る

施
策
等
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
水
準
の
長
期
的
な
向
上
を
図
る
た
め
、
研
究
者
等
の
雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
に
自
立
と
活
躍
の
機
会
を
与
え
る
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

衆議院・科学技術・イノベーション推進特別委員会における附帯決議（令和２年６月１日） 
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